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すこやかクラブ京都

　

5
月
31
日
㈫
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都

サ
ウ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
11
回
す
こ

や
か
ク
ラ
ブ
京
都
会
員
総
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

三
浦
副
会
長
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け

た
今
総
会
、「
国
歌
」「
市
老
連
歌
」演
奏
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
西
村
会
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。
次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
門
川
大
作

京
都
市
長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
激
励
の
祝

辞
を
頂
戴
し
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
各
区
役
所
の
幹
部
職
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
ま
ず
議
決
を
有
す
る
総
会

員
数
８
７
３
名
（
単
位
ク
ラ
ブ
総
数
）
の

う
ち
、
出
席
者
お
よ
び
委
任
状
の
合
計
が

６
９
６
名
で
、
今
総
会
が
成
立
し
て
い
る

旨
を
報
告
し
た
後
、
３
つ
の
報
告
事
項
と

２
つ
の
議
案
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　〈
報
告
事
項
〉

　

〇�

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

〇�

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

〇�

令
和
４
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

〈
決
議
事
項
〉

　

第
１
号
議
案

　

令
和
３
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　

①
貸
借
対
照
表

　
　

②
正
味
財
産
増
減
計
算
書

　
　

③
財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記　

　
　

④
附
属
明
細
書　

　
　

⑤
監
査
報
告
書

　

第
２
号
議
案　

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

理
事
２
名

　

２
議
案
と
も
「
異
議
な
し
」
の
声
に
よ

り
決
議
さ
れ
、
最
後
は
藤
川
副
会
長
の
閉

会
挨
拶
で
「
第
11
回
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京

都
会
員
総
会
」
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令和４年度 すこやかクラブ京都

第11回 会員総会を開催しました
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す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

残
暑
が
ひ
と
し
お
身
に
こ
た
え

る
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
す
こ
や
か
ク

ラ
ブ
京
都
の
活
動
並
び
に
発
展

に
ご
協
力
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
熱
中
症
と
注
意
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
と
身
を
引
き

締
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
最
近
新
た
な
感
染

症
「
サ
ル
痘
」
の
患
者
の
発
生

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
ア
メ
リ
カ

か
ら
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
０
３
年
か
ら
２

年
間
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）か
ら
チ
ュ

ニ
ジ
ア
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
て

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
派
遣
前

に
い
ろ
い
ろ
な
予
防
注
射
を
接

種
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
狂
犬

病
の
予
防
注
射
も
接
種
し
て
い

ま
し
た
。
最
近
、
日
本
で
は
発

病
の
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発

症
す
れ
ば
、
99
パ
ー
セ
ン
ト
死

亡
す
る
そ
う
で
す
。
派
遣
先
に

滞
在
中
、
犬
に
噛
ま
れ
た
方
が

我
々
の
中
に
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
は
予
防
注
射
を
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
者
か
ら

我
々
に
噛
ん
だ
犬
の
状
況
を
観

察
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
２
週
間
以
内
に
犬
が
死
ん

だ
ら
そ
の
方
は
助
か
ら
な
い
そ

う
で
す
。
犬
は
い
た
っ
て
元
気

に
生
き
て
い
ま
し
た
の
で
関
係

者
は
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

狂
犬
病
は
病
名
に
「
犬
」
が

入
っ
て
い
ま
す
が
、
犬
だ
け
で

な
く
猫
等
の
小
動
物
も
ウ
イ
ル

ス
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
海
外
旅
行
も
可
能
に
な
り
ま

す
が
、
絶
対
に
日
本
と
同
様
に

「
か
わ
い
い
、
か
わ
い
い
」
と

小
動
物
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

我
々
の
グ
ル
ー
プ
の
方
が
原
因

不
明
の
病
気
に
な
り
ま
し
た
。

医
者
に
見
て
も
ら
う
と
現
地
の

風
土
病
で
し
た
。
治
療
薬
が
開

発
さ
れ
て
い
た
の
で
大
事
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原
因

は
「
水
」
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ

世
界
中
に
は
ど
ん
な
病
原
菌
が

存
在
し
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
と
物
の

動
き
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
何
気
な

く
で
は
な
く
、
常
に
ア
ン
テ
ナ

を
は
り
、
病
気
以
外
に
も
注
意

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
減

少
傾
向
に
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
中
、
当
ク
ラ
ブ
事
業

も
だ
ん
だ
ん
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
何
と
か
今
年

度
は
無
事
に
全
事
業
が
実
施
で

き
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間
、
コ

ロ
ナ
禍
で
ク
ラ
ブ
活
動
の
減
少

も
相
ま
っ
て
、
残
念
な
が
ら
会

員
数
は
年
々
、
減
少
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
京
都
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
「
会
員
増
強
・
組
織
活
性

化
プ
ラ
ン
」
を
今
年
の
１
月
に

策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ラ
ン
に
掲
げ
た
地
道
な
会
員
加

入
の
声
か
け
運
動
を
は
じ
め
、

多
く
の
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が

る
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
「
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
京
都
」
の
発
展
に
向

け
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

京
都
の
総
会
で
理
事
に
選
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
下
京
区

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

の
山
㟢
謙
二
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

福
田
祀
訒
前
会
長
の
勇
退
の

後
、重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

下
京
区
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
２
年
を
超
え
る
長
い

期
間
で
、
多
く
の
事
業
の
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
会
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分

に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
同
時
に
会
員
増
強

活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
会

員
減
少
の
大
き
な
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
困
難
な
時
に
こ
そ
時
間
を
か

け
て
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
活
動
や
、
独
居
高
齢

者
の
見
守
り
活
動
等
を
継
続
す

る
こ
と
で
、
健
康
の
維
持
増
進

お
よ
び
安
心
安
全
の
確
保
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
地
域
の
自
治
連
合
会
等
の

各
種
団
体
や
行
政
機
関
と
の
連

携
を
緊
密
に
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
異
な
る
組

織
間
で
同
じ
高
齢
者
に
対
し
、

同
じ
よ
う
な
活
動
も
あ
り
ま
す

の
で
、
連
携
す
る
こ
と
で
広
が

り
が
生
ま
れ
、
質
の
向
上
に
も

寄
与
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
機
会
に
区
老
連
と
市
老
連

と
の
連
携
を
更
に
深
め
る
こ
と

で
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新
規
事

業
の
開
発
な
ど
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
（
京
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

会
長　

西
村
　
忠
雄

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

多
く
の
仲
間
づ
く
り
を
推
進

会
長  

山
㟢
　
謙
二

下
京
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
任
理
事
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ

★仲間を増やしてクラブの活力を維持するとともに
　魅力あるクラブづくりを目指しましょう

★コロナ禍においても、身近な場所での健康体操をはじめ、
高齢者の孤立やフレイル防止に取り組みましょう

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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役　職　名 氏　名
会　長 代表理事 西村　忠雄 東山区老連会長
副会長 理　事 三浦　　明 南区老連会長
副会長 理　事 藤川　　泰 右京区老連会長
副会長 理　事 鉄尾紀美子 市老連女性委員長
副会長 理　事 川島　康伸 市老連若手委員長

理　事 萩原　正己 北区老連会長
理　事 四辻　亮司 上京区老連会長
理　事 小林　次雄 左京区老連会長
理　事 田中祐二郎 中京区老連会長
理　事 柳生　勝儀 山科区老連会長
理　事 山﨑　謙二 下京区老連会長
理　事 前田　照彦 西京区老連会長
理　事 平居　利夫 伏見区老連会長
理　事 小森　壽子 市老連女性副委員長
理　事 中村　洋子 市老連女性副委員長
理　事 橋本　雅充 市老連若手副委員長
理　事 岡　　克彦 京都市健康長寿推進担当課長
常務理事 田中　　均 市老連事務局長

理　事　18名
監　　事 牧野　正俊 北区老連
監　　事 八木　正紀 上京区老連

監　事　��２名

令和４年度 京都市老人クラブ連合会役員

令和４年度 市老連事業推進委員会正副委員長
区　　分 役　職 氏　名

研 修 委 員 会
委 員 長 四辻　亮司
副委員長 小林　次雄

体 育 委 員 会
委 員 長 田中祐二郎
副委員長 前田　照彦

奉仕活動委員会
委 員 長 萩原　正己
副委員長 山﨑　謙二

福利厚生委員会
委 員 長 三浦　　明
副委員長 平居　利夫

広 報 委 員 会
委 員 長 藤川　　泰
副委員長 柳生　勝儀

女 性 委 員 会
委 員 長 鉄尾紀美子
副委員長 小森　壽子
副委員長 中村　洋子

若 手 委 員 会
委 員 長 川島　康伸
副委員長 橋本　雅充

◆特別委員会
会員増強、組織の活性化
�プラン推進委員会

委 員 長 西村　忠雄
副委員長 田中　　均

令和４年度 市老連行事予定（８月～３月）
月 日 行 事 名 開催場所等

8月9日㈫ 囲碁・将棋大会 ひと・まち交流館京都

9月13日㈫ 区老連持ち回りウォーキング 御所～平安神宮～弁
財天広場

9月15日㈭
 ～ 21日㈬ 敬老の日・老人週間

9月20日㈫ 全国一斉「社会奉仕の日」

9月21日㈬ すこやかクラブ京都大会
（金婚・長寿のお祝い、その他各種表彰）

ロームシアター京都
サウスホール

9月28日㈬
雨天予備日：9月29日㈭ 低い山を登る会 松尾山コース

10月4日㈫・5日㈬
雨天予備日：6日㈭・7日㈮ グラウンド・ゴルフ大会 岩倉東公園グラウンド

10月11日㈫ 区老連持ち回りウォーキング 二条城～京都御所～
三条大橋

10月17日㈪ 女性委員会秋のリーダー研修会 しょうざんリゾート京都

10月20日㈭
雨天予備日：21日㈮ 低い山を登る会 金毘羅山コース

10月25日㈫
雨天予備日：26日㈬ ペタンク大会 岩倉東公園グラウンド

11月2日㈬ 女性委員会秋のハイキング

11月8日㈫ 創立60周年全国老人クラブ大会 東京都

11月12日㈯
 ～ 15日㈫ ねんりんピックかながわ大会 神奈川県

11月 区老連持ち回りウォーキング

11月17日㈭
雨天予備日：18日㈮ 低い山を登る会 集大成

ポンポン山コース

12月 区老連持ち回りウォーキング

12月2日㈮ ボウリング大会 ＭＫボウル上賀茂

令和5年1月 区老連持ち回りウォーキング

1月24日㈫ 健康づくり教室
（大阪ガスグループ福祉財団共催） ひと・まち交流館京都

2月

3月

区老連持ち回りウォーキング
健康づくり活動発表会
すこやかクラブ京都作品展
区老連持ち回りウォーキング

〜

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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⒈ 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

⑴
高
齢
化
の
現
状
と
将
来
像

　

日
本
の
総
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

令
和
３
年
９
月
15
日
現
在
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
は
３
、６
４
０
万

人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
29
・

１
％
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
推
計
に
お
い
て
、
高
齢

化
率
は
上
昇
を
続
け
、
令
和
18
年
に

33
・
３
％
で
３
人
に
１
人
と
な
り
、

第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
（
昭
和
46

～
昭
和
49
年
）
に
生
ま
れ
た
世
代
が

65
歳
以
上
と
な
る
令
和
22
年
に
は

35
・
３
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
就
業
者
数
は

17
年
連
続
増
加
し
、
令
和
２
年
は

９
０
６
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
就
業

率
は
25
・
１
％
で
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
就
業
率
は
49
・
６
％
、
ま
た
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
就
業
率
は

71
・
０
％
と
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
で
は
、
令
和
３
年
９
月
15

日
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
約
41
万
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
28
・
４
％
で
、
市
内
の
３
・
５

人
に
１
人
は
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
総
人
口
は
６
年
前
か

ら
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
人
口
は
今
後
も
増
加
し
続
け
ま

す
。

⑵
高
齢
社
会
対
策
に
つ
い
て

　

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
に
は
高
い

就
業
意
欲
が
見
ら
れ
、
体
力
や
運
動

能
力
も
一
貫
し
て
向
上
傾
向
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代

と
い
わ
れ
る
現
在
、
誰
も
が
健
康
で

安
心
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
長
寿
社

会
を
築
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
社
会
対
策
の
基
本
的
考
え
方

と
し
て
、

•
年
齢
に
よ
る
画
一
化
を
見
直
し
、

全
て
の
年
代
の
人
々
が
希
望
に
応

じ
て
意
欲
・
能
力
を
い
か
し
て
活

躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
を
目

指
す

•
地
域
に
お
け
る
生
活
基
盤
を
整
備

し
、
人
生
の
ど
の
段
階
で
も
高
齢

期
の
暮
ら
し
を
具
体
的
に
描
け
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る

•
技
術
革
新
の
成
果
が
可
能
に
す
る

新
し
い
高
齢
社
会
対
策
を
志
向
す

る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
健
康

寿
命
を 
２
０
１
６
年
と
比
べ
て
３

年
以
上
伸
ば
し
、
75 

歳
以
上
と
す

る
と
い
う
目
標
「
健
康
寿
命
延
伸
プ

ラ
ン
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
世
界
中
に
大
流
行
を
も
た

ら
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
し
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
に
対
応
し
た
保
健
・
医
療
・
介
護

の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
社
会
に
お
け
る
様
々
な
実
践
に

よ
り
、
高
齢
者
の
孤
立
や
フ
レ
イ
ル

防
止
に
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⒉ 

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
役
割

　

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
が
約

８
８
０
万
人
と
過
去
最
多
で
あ
っ
た

平
成
10
年
か
ら
、
年
々
会
員
数
が
減

少
し
、
令
和
元
年
に
は
会
員
数
が
約

４
９
９
万
人
と
な
り
、
20
年
で
約

３
８
１
万
人
減
少
す
る
と
い
う
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
全
老
連

で
は
、
平
成
22
年
か
ら
平
成
24
年
ま

で
の
３
年
間
、「
老
人
ク
ラ
ブ
活
性

化
３
か
年
計
画
」
を
更
に
、
平
成
26

年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
の
５
年
間
、

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の

取
組
を
行
う
な
ど
、
会
員
増
強
の
取

組
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
の
会
員
数

に
お
い
て
も
、
過
去
最
多
で
あ
っ
た

昭
和
58
年
に
８
万
３
千
人
で
平
成
４

年
度
ま
で
約
８
万
の
会
員
数
を
維
持

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
に
は

約
４
万
８
千
人
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時

か
ら
約
３
万
５
千
人
、
42
％
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京

都
に
お
い
て
も
、「
老
人
ク
ラ
ブ
活

性
化
３
か
年
計
画
」、「
１
０
０
万
人

会
員
増
強
運
動
」
を
は
じ
め
、
各
区

老
連
、
学
区
老
連
、
単
位
ク
ラ
ブ
に

お
き
ま
し
て
、
地
域
で
の
声
掛
け
や

生
活
支
援
な
ど
の
友
愛
活
動
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
更
に
令

和
４
年
1
月
に
は
「
会
員
増
強
・
組

織
活
性
化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
会

員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
対
策
、
感
染
防
止
の
た

め
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
日
常

生
活
で
実
践
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
孤

立
や
フ
レ
イ
ル
防
止
の
取
組
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

こ
の
役
割
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。

⒊ 

今
年
度
の
基
本
方
針
と

行
動
目
標

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
「
の
ば
そ

う　

健
康
寿
命　

担
お
う　

地
域
づ

く
り
を
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
に
お
い
て

は
、「
会
員
増
強
・
組
織
活
性
化
プ

ラ
ン
」に
掲
げ
る
次
の
方
針
の
も
と
、

会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
市
老
連
、
区
老
連
、
単
位
ク
ラ
ブ

を
あ
げ
て
、
地
域
団
体
と
の
連
携

を
密
に
す
る
な
ど
、
入
会
の
声
か

け
な
ど
の
勧
誘
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進
め
ま
し
ょ

う
。

②
継
続
的
な
役
員
の
成
り
手
を
生
み

出
す
た
め
の
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
な
ど
に
よ
り
、
ク
ラ
ブ
組
織

の
活
性
化
や
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。（

次
頁
に
続
く
）

すこやかクラブ京都　令和４年度  事業計画

　すこやかクラブ京都は、健康づくり活動、高齢者が相互に支える友愛活動、楽しい趣
味活動、地域に貢献する社会奉仕活動などさまざまな活動
を行っています。あなたの入会をみんなで待っています♪
　活動内容、年間行事、活動報告や各区老連事業などの最
新情報がパソコンやスマートフォンからご覧になれます！
　また、リンクからは健康づくりに関する情報もご確認い
ただけますのでぜひご利用ください♪

すこやかクラブ京都【URL】http://kc-roren.sakura.ne.jp

お問い合わせは、
すこやかクラブ京都 事務局（☎ 075-354-8744）

私たちは、すこやかクラブ京都の
活動を応援しています
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〇会員募集ポスターやチラシ、入会案内、機関紙などを作
　成し、町内回覧や対象者への配布などによる周知の推進
〇空白地帯の自治連との連携によるクラブ活動や入会案内
　の周知
〇見守り活動や清掃活動などの地域活動との連携
〇区役所などの行政機関や地域団体との連携

〇役員の役割分担による後継者の育成
〇会員増強及び広報活動強化に向けた研修会やリーダー研
　修会の実施
〇クラブリーダーの後継者難による解散クラブを防止

〇学区単位などで、複数のリーダーによる未加入者への勧誘
〇入会案内チラシや機関紙を作成し、魅力ある活動内容の
　周知徹底
〇会費について、入会しやすいようできる限り安価に設定
〇未加入者への体験参加を推進

〇会員ニーズに沿った魅力あるクラブ活動の実施
〇身体の弱い人、外出しにくい人でも参加できる居場所づ
　くり
〇気軽な会食懇談会の開催による情報交換
〇コロナ禍においても身近な公園での健康体操などの実施

➡➡➡
【女性委員会】
①ハイキング（春季・秋季）の開催
②女性リーダー研修会（夏季・秋季）の開催
③「健康づくり活動発表会」の開催　〈新規〉
【若手委員会事業】
①区老連持ち回りウォーキングの毎月開催（夏季を除く。）                    
②「低い山を登る会」（年５回）の開催　
③トレッキングツアー（夏季）の開催 
④夏山ハイキングの開催　〈新規〉
⑤若手リーダー研修会の開催　〈新規〉
⑥区老連若手委員会間の交流の促進

【福利厚生委員会】
①囲碁・将棋大会の開催
②親睦・交流旅行の開催
③老人クラブ保険への加入促進
【研修委員会】
①委員会での情報交換や意見交換をもとに各区老連での研修を推進 
②区老連が企画開催する研修等を支援
【奉仕活動委員会】
①コロナ禍における在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動の推進
②安心・安全の住みよい「まちづくり」を目指す地域づくり活動の推進
③地域単位で高齢者の暮らしを支援していく健康づくり活動、友
　愛活動の充実

【会員増強、組織の活性化プラン推進委員会】
　令和４年１月に策定した「会員増強・組織の活性化プラン～会
員減少に歯止めをかける～」について、「会員増強、組織の活性
化プラン推進委員会」を新たに設置して、取組状況、プランのブ
ラッシュアップや情報交換を行うことで会員減少に歯止めをかけ
る取組を推進していきます。
【その他重要な取組】
①すこやかクラブ京都会員総会の開催
②すこやかクラブ京都大会の開催
③すこやかクラブ京都作品展の開催
④すこやかクラブ京都「健康づくり教室」の開催
⑤全老連、近老協との連携した取組

【体育委員会】
①グラウンド・ゴルフ大会の開催
②ペタンク大会の開催
③ボウリング大会の開催
④新たな高齢者向けニュースポーツの調査・検討
【広報委員会】
①市老連、区老連で発行している広報紙の紙面内容の充実
②会員内外へ活動情報を掲示し発信する「すこやかクラブ京都広
　報板」の設置拡大
③クラブの活動情報を広く発信し、老人クラブへの関心を高める
　ためのホームページ内容の充実
④未加入者への入会案内チラシの充実

行動目標①  自治会、町内会との連携による会員の加入促進

行動目標③　クラブリーダーの育成・確保 行動目標④　魅力あるクラブ活動の創出

行動目標②　地道な「声かけ」運動
《2月、3月は未加入者への「声かけ」運動強化期間》

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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６
月
30
日
㈭
、
大
阪
府
社
会
福

祉
会
館
の
３
階
～
５
階
で
、
令
和

４
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

近
畿
２
府
４
県
か
ら
各
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
会
長
お
よ
び
役
員
が

参
集
し
ま
し
た
。
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
京
都
か
ら
は
西
村
会
長
は
じ
め

16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
参
加
者
一
同
に
よ
る

物
故
者
へ
の
黙
と
う
で
開
会
し
、

近
畿
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の

大
辻
正
忠
会
長
の
あ
い
さ
つ
へ
と

続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の

大
阪
府
福
祉
部
高
齢
介
護
室
長
の

片
伯
部
真
由
氏
と
大
阪
府
社
会
福

祉
協
議
会
常
務
理
事
の
田
中
進
氏

が
祝
辞
を
述
べ
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
参
事
の
河
野
敦
子
氏
に

よ
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
た
基
調
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
し
た

『
お
も
し
ろ
旅
企
画
ヒ
ラ
タ
屋
』代

表
の
平
田
進
也
氏
に
よ
る
「
生
涯

青
春
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
人
生

楽
し
も
う
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
平
田
氏
が
考
案
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
旅
行
プ
ラ
ン
や
ツ
ア
ー
の

出
来
事
、
旅
を
通
じ
た
人
と
の
つ

な
が
り
や
愛
情
の
大
切
さ
を
熱
弁

し
、大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

分
科
会
の
研
究
討
議
で
は
、

◆
第
１
分
科
会
「
フ
レ
イ
ル
を
予

防
す
る
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
」

◆
第
２
分
科
会
「
つ
な
が
り
を
絶

や
さ
な
い
友
愛
活
動
の
推
進
」

◆
第
３
分
科
会
「
コ
ロ
ナ
後
に
向

け
た
会
員
増
強
の
取
り
組
み
」

◆
第
４
分
科
会
「
I
C
T
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
発

表
と
活
発
な
意
見
交
換
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
右
京
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
・
細
川
範
子
副
会

長
が
第
１
分
科
会
の
座
長
を
務

め
、
西
京
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
・
前
田
照
彦
会
長
が
第
３
分

科
会
に
お
い
て
、「
趣
味
の
ク

ラ
ブ
を
通
じ
た
加
入
促
進
活
動
」

の
題
目
で
、
新
た
に
入
会
い
た

だ
い
た
事
例
な
ど
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

分
科
会
終
了
後
は
、
府
老
連
女

性
部
会
の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
て
閉
会
へ
と
移
り

ま
し
た
。
大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
杉
本
茂
会
長
の
お
礼
の
あ

い
さ
つ
か
ら
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
中
村
美
津
子
会
長
に
よ

る
次
回
開
催
地
の
あ
い
さ
つ
へ
と

続
き
、
最
後
は
近
畿
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
の
野
口
一
郎
副
会
長

が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会すこやかクラブ京都から参加した皆さん 西京区老連・前田会長

右京区老連・細川副会長
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新しい住まい方や、持ち家の今後について考えてみませんか？

専門家が地域等の集まりに訪問！
相続など空き家の発生予防につながる「おしかけ講座」 費用無料

次世代下宿「京都ソリデール」とは？

〈例〉手続き等の流れ

問い合わせ先

自宅（借家を除く）の空き室を活かして、大
学生へ低廉な家賃等で提供し、気の合う大学
生と同居・交流するアクティブシニアのみな
さまの新しい住まい方です。

●以前は京都でも多く見られた「下宿」のよ
うに、朝夕のあいさつや、リビングでともに
時間を過ごしたり、共通の趣味を楽しんだり、
地蔵盆など地域のイベントに一緒に参加した
りと、大学生と高齢者（地域の方含む）の交
流を大切にする住まい方です。 

●収入を目的とする「下宿」との違いは、①
気の合う大学生とのマッチングや同居後のア
フターケアをマッチング事業者が手伝うこと、
②食事提供の有無など同居のルールは自分た
ちで決められること
などです。

●この住まい方は、お互いを知ることが大事
です。まずは、大学生との交流会参加や大学
生の訪問を受け、楽しくお茶やおしゃべりを
してみませんか。

皆さんのお住まいを誰が受け継ぐか、家族で話し合ったことはありますか？
受け継ぐためには、これからどんな準備が必要なのでしょう？
京都市では、司法書士やファイナンシャル・プランナーといった専門家が空き家にしないために
必要なことや気をつけることをお話しする「おしかけ講座」を実施しています。
概ね５名以上の集まりであればお申込みいただけます。
大切な住まいを相続によるトラブルから未然に防ぐため、是非講座をご活用ください。

○講座テーマ　（　）は所要時間の目安。御希望の時間に合わせて開催します。　
　1 入門編「住まいの将来を考える基礎講座」（約30分）
　2 実践編 (1)「基本の登記簿講座」（約20分）
　3 実践編 (2)「遺言書・エンディングノート作成のススメ」（約30～60分）
　4 応用編「ライフプランセミナー　～あなたの未来と住まいを知る～」（約30分）
○開催日時：御希望日をもとに決定
○開催場所：京都市内であれば可能（オンラインによる実施も調整可能）

マッチング事業者へ連絡
▼

マッチング事業者が訪問 ･ 面談
▼

紹介スタート
▼

大学生等が訪問 ･ お茶会 ･
交流会 ･ お試し同居　等

▼
ルール等の相談 ･ 合意

▼
契約 ･ 同居開始

▼
マッチング事業者がアフターケア

●（株）応用芸術研究所
TEL 050-1276-1376

●ＮＰＯ法人フリーダム
　TEL　075-241-0110

マッチング事業者

京都府建設交通部住宅課
　TEL　075-414-5358
　FAX　075-414-5359京都府

申込み・問い合わせ先

空き家相談窓口
〈京都市都市計画局 住宅室

住宅政策課内〉
TEL　075-231-2323
FAX　075-222-3526

［受付時間］9：00～11：30／
　　　　　13：30～17：00

（土・日・祝日・年末年始を除く）
講座の開催風景

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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若
手
委
員
会
で
は
、
各
区
老
連

若
手
委
員
会
組
織
の
確
立
、
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
若
手
委
員
会

設
立
当
初
よ
り
、
格
段
に
若
手

リ
ー
ダ
ー
が
積
極
的
に
事
業
に
参

加
す
る
な
ど
、
活
躍
す
る
場
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
若

手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」、「
区
老
連

持
ち
回
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
、

毎
年
恒
例
の
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
」、
そ
し
て
「
低
い
山
を
登

る
会
」
を
開
催
し
、「
め
ざ
せ
！

健
康
長
寿
」
を
合
言
葉
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
28
日
㈫
に
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館

京
都
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
区
の

新
た
な
若
手
リ
ー
ダ
ー
や
役
員
の

担
い
手
と
な
ら
れ
る
方
が
36
名
参

加
。
川
島
若
手
委
員
長
を
講
師
に

「
ク
ラ
ブ
運
営
の
在
り
方
と
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
区
老

連
の
垣
根
を
越
え
て
親
睦
と
交
流

が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

は
、
乗
鞍
高
原
の
大
自
然
を
満
喫

す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
１

日
目
に
は
、
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
で
標
高
2
・
1
5
6
ｍ
へ
、
西

穂
高
口
駅
屋
上
に
あ
る
山
頂
展
望

台
か
ら
は
、
雄
大
な
自
然
の
絶
景

が
目
の
前
に
広
が
り
ま
す
。
２
日

目
は
乗
鞍
高
原
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

滝
見
台
か
ら
見
る
乗
鞍
岳
を
背
景

に
流
れ
落
ち
る
善
五
郎
滝
は
絶
景

で
す
。

　

恒
例
の
「
区
老
連
持
ち
回
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
熱
中
症
の

危
険
が
伴
う
真
夏
を
除
い
て
開
催

し
、
11
区
老
連
が
年
１
回
の
担
当

で
、
コ
ー
ス
の
設
定
・
下
見
、
当

日
の
運
営
・
案
内
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
会
員
に
も
す
っ
か
り
定

着
し
、
約
５
～
７
㎞
の
コ
ー
ス
を

50
代
～
90
代
の
方
が
ご
自
身
の
体

力
に
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
４
月
20
日
㈭

に
は
、「
春
暖
の
東
山
社
寺
を
巡

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
担
当
：
東

山
区
）
が
開
催
さ
れ
、
7
5
8
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

13
ヶ
所
の
社
寺
を
巡
る
コ
ー
ス

を
ゴ
ー
ル
の
伏
見
稲
荷
ま
で
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
５
月

16
日
㈪
「
出
町
柳
か
ら
宝
が
池

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
左
京
区
）
の

参
加
者
は
、
６
３
７
名
。
出
町
橋

西
詰
か
ら
賀
茂
川
沿
い
の
整
備
さ

れ
た
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス
を
北
山

大
橋
を
経
由
し
て
、
北
山
通
り
を

通
っ
て
宝
ヶ
池
公
園
ま
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
６
月
22
日
㈬

「
く
い
な
橋
か
ら
勧
進
橋
へ
鴨
川

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
参
加
者
は
、

４
０
９
名
。
く
い
な
橋
か
ら
京
川

橋
を
経
由
し
て
勧
進
橋
ま
で
鴨
川

沿
い
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し

た
。

　

区
老
連
持
ち
回
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
ご
自
身
の
体
力
に

合
わ
せ
て
途
中
リ
タ
イ
ヤ

も
可
能
で
す
。
無
理
に
歩

き
続
け
る
の
は
怪
我
に
つ

な
が
る
た
め
、
水
分
補
給

と
休
憩
を
と
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
団
体
行
動
で

す
の
で
ゴ
ー
ル
ま
で
歩
か

れ
る
場
合
は
、
列
か
ら
離

れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
歩
い

て
下
さ
い
。

　
「
低
い
山
を
登
る
会
」

は
、「
体
力
づ
く
り
」
に
よ
り
力

を
入
れ
る
た
め
筋
力
強
化
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

第
１
回
「
沢
ノ
池
」
は
、
天
気
予

報
の
降
水
確
率
50
%
以
上
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
25
日

㈬
第
２
回
「
東
山
山
頂
」
の
参
加

者
は
1
9
9
名
。
今
熊
野
宝
蔵
公

園
に
集
合
し
て
、
参
加
者
み
ん
な

で
体
操
を
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

東
山
山
頂
公
園
で
昼
食
を
と
り
、

最
高
の
景
色
を
眺
め
て
か
ら
元
気

に
下
山
し
ま
し
た
。

★
令
和
４
年
度

　
「
低
い
山
を
登
る
会
」開
催
予
定

▼
4
月
25
日
㈪
（
中
止
）

　

第
１
回
「
沢
ノ
池
」 

　

 

鷹
ヶ
峯
児
童
公
園
～
上
ノ
水
峠

～
沢
ノ
池
～
高
雄 

　

 

降
水
確
率
50
％
以
上
の
た
め
中
止

▼
5
月
25
日
㈬

　

第
２
回
「
東
山
山
頂
」

　

 

今
熊
野
宝
蔵
公
園
～
清
水
山
～

東
山
山
頂
公
園
～
粟
田
神
社
参

加
者
1
9
9
名

▼
9
月
28
日
㈬

　

第
３
回
「
松
尾
山
」

　

 

西
芳
寺
～
松
尾
山
～
嵐
山

▼
10
月
20
日
㈭

　

第
４
回
「
金
毘
羅
山
」

　

 

大
原
～
寂
光
院
～
金
毘
羅
山
～

江
文
神
社
～
大
原

▼
11
月
17
日
㈭

　

集
大
成
「
ポ
ン
ポ
ン
山
」

　

 

西
境
谷
公
園
～
善
峯
寺

～
ポ
ン
ポ
ン
山
～
善
峯

寺
～
西
境
谷
公
園

　

今
年
度
新
た
な
コ
ー
ス

を
選
定
し
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
体
力
強
化
に
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
と
し
て

「
低
い
山
を
登
る
会
」
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

若
手
委
員
会
事
業
報
告

若手リーダー研修会

春暖の東山社寺を巡るウォーキング

春暖の東山社寺を巡るウォーキング

低い山を登る会「東山山頂」

低い山を登る会「東山山頂」

出町柳から宝ヶ池ウォーキング

くいな橋から勧進橋へ鴨川ウォーキング
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女
性
委
員
会
で
は
春
と
秋
の
年

２
回
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ハ

イ
キ
ン
グ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

６
月
10
日
㈮
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

春
の
淡
路
島
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
女
性
委
員
会
ハ
イ
キ
ン
グ
で
一

番
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
各

区
か
ら
９
５
２
名
、
バ
ス
２
３
台

で
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り
、
淡
路

島
公
園
へ
向
か
い
ま
し
た
。
国
生

み
神
話
ゆ
か
り
の
場
所
が
数
多
く

存
在
す
る
淡
路
島
。
そ
の
北
部
の

丘
陵
地
帯
に
あ
る
兵
庫
県
立
淡
路

島
公
園
は
、
東
京
ド
ー
ム
約
28
個

分
の
敷
地
面
積
を
誇
る
花
の
名
所

で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
オ
ア
シ
ス
館

前
ひ
ろ
ば
か
ら
ゴ
ー
ル
の
大
き
な

芝
生
広
場
ま
で
片
道
約
２
ｋ
ｍ
の

コ
ー
ス
を
歩
き
、
芝
生
広
場
で
お

弁
当
を
ひ
ろ
げ
昼
休
憩
を
と
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
芝
生
広
場
か
ら

約
20
分
坂
道
を
歩
く
と
瀬
戸
内

海
、
明
石
海
峡
大
橋
、
神
戸
の
街

並
み
や
青
い
海
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広

が
る
展
望
デ
ッ
キ
が
あ
り
、
多
く

の
方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
季

節
の
花
を
愛
で
な
が
ら
歩
い
た

り
、
特
産
品
の
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ

な
ど
の
お
買
い
物
も
楽
し
ま
れ
、

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

秋
の
女
性
委
員
会
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、
11
月
２
日
㈬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

各
区
老
連
女
性
委
員
会
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
自
然
の

中
を
歩
く
こ
と
は
、
身
体
だ
け
で

な
く
心
に
も
良
い
効
果
が
得
ら
れ

ま
す
。
心
身
の
健
康
の
た
め
に
、

是
非
、
誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

令
和
３
年
12
月
３
日
㈮
M
K
ボ

ウ
ル
上
賀
茂
に
お
い
て
「
令
和
３

年
度
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
区
老
連
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選

手
2
3
0
名
が
午
前
・
午
後
の
2

部
に
分
か
れ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
皆

さ
ん
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

第
1
位
か
ら
第
3
位
に
は
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
し
、
飛
び
賞
、

B
B
M
賞
等
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

女
性
委
員
会
事
業
報
告
　
淡
路
島
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ

優　勝　女坂　侊三（左京）　464点（ハンディキャップ　30点）
準優勝　大垣　絹子（ 南 ）　433点（ハンディキャップ　40点）
第３位　片木　　修（中京）　431点（ハンディキャップ　20点）
第４位　大垣　　光（ 南 ）　426点（ハンディキャップ　20点）
第５位　寺島　達郎（ 南 ）　418点（ハンディキャップ　20点）
第６位　和田　和彦（右京）　416点（ハンディキャップ　30点）
第７位　高橋　　明（ 北 ）　396点（ハンディキャップ　30点）

大会結果（敬称略）

体
育
委
員
会
事
業
報
告
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

体育委員会では、毎年10月にグラウンド・ゴルフ大会、ペタンク大会、12月にボウリング大会を開催しています。

昨年度のペタンク大会

グラウンド・ゴルフ大会
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　国際アルツハイマー病協会（ADI）と世界保健機関（WHO）が、1994年に9月21日を
「世界アルツハイマーデー」と制定したことから、毎年この日を中心に9月を「世界アル
ツハイマー月間」として、各地で認知症に関する啓発が行われています。
　認知症の多くの場合、長い年月をかけ時間の経過とともに徐々に状態が変化していきま
す。できることは自分でしながら、苦手になった部分は手伝ってもらうーそうやって住み
慣れた地域で楽しくいきいきと生活されている方がたくさんいらっしゃいます。また地域
には写真のように、認知症のあるなしに関わらずいろんな人が集い、ともにいきいきと活
動する場があります。
　地域に認知症について正しく理解する人が増えていけば、認知症とともに希望をもって
生活できる人がもっともっと増えていくはず！
そんな「認知症とともに生きるまち・京都」を、皆さんも一緒に目指していきませんか!?

世界アルツハイマー月間の取組について、詳しくはこちらを検索→

電話でのご相談も受け付けています
人権についての相談はなんでも

人権イメージ
キャラクター
人 KEN まもる君

サービス拒否 名誉棄損

虐待 差別

この電話はおかけになった場所の最
寄りの法務局・地方法務局につなが
ります。
●受付時間　平日8時30分から17時
15分まで（全国共通）
●一部のIP電話等からはご利用でき
ない場合があります。

京都地方法務局

人権イメージ
キャラクター
人 KEN あゆちゃん

（問合せ）
文化市民局共生社会推進室
 ☎  075 － 222 － 3096
FAX 075 － 366 － 0139

京都市保健福祉局　健康長寿のまち・京都推進室　健康長寿企画課（TEL：075 ー 746 ー 7734）

　認知症のご本人が執筆された本をはじ
め、認知症に関する本が多数出版されて
います。そしてそれらの本は図書館にも
たくさんあります。京都市図書館では世
界アルツハイマー月間に、認知症に関す
る特別展示が開催されます。この機会に
お近くの図書館で、認知症に関する本を
手に取られてはいかがでしょうか。

　世界アルツハイマーデーの夜は、京都市内の様々な場所が
認知症とともに生きる人を象徴する「オレンジ色」にライト
アップされます。それに併せて、世界アルツハイマー月間に
街なかをオレンジ色の物で彩る「京都オレンジ色プロジェク
ト」を実施いたします。
　皆さんのお宅の玄関先にオレンジ色の物を飾る、お庭にオ
レンジ色の花を植える…などなど方法は問いません。皆さん
の力で京都の街をオレンジ色で埋め尽くしましょう! !

京都市　世界アルツハイマー月間

9月21日は「世界アルツハイマーデー」、9月は「世界アルツハイマー月間」です。

一人で悩まず、まずはご相談ください。

みんなの人権 110 番
（ナビダイヤル）

0570 － 0
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

03 － 110

子どもの人権 110 番
（フリーダイヤル）

0120 － 0
ゼロゼロナナのひゃくとおばん

07 － 110

女性の人権
ホットライン

（ナビダイヤル）

0570 － 0
ゼロナナゼロのハートライン

70 － 810

いわくら農園倶楽部（左京区）

チーム上京！（上京区）

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
守
り
、
ま
た
、
人
権
が
大
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
活
動
す
る
、
民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　

現
在
、
約
１
万
４
千
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
全
国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
積
極
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
京
都
市
に
は
、

55
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動

①
人
権
相
談

　
　

面
談
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
手

紙
に
よ
り
、
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

②
調
査
救
済

　
　
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
被
害

者
か
ら
の
申
告
や
人
権
相
談
な
ど
を
受

け
、
法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
、
調
査
処

理
に
当
た
り
ま
す
。

　
　

必
要
に
応
じ
て
、
事
案
に
応
じ
た
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
の
、
救
済
手
続
を

行
い
ま
す
。

③
人
権
啓
発

　
　

人
権
の
大
切
さ
を
多

く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

様
々
な
人
権
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

友
人
か
ら
嫌
が
ら
せ
を
受

け
て
て
…

や
め
て
ほ
し
い
ん
だ
け

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
の
。

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
？

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
人

な
の
？

そ
れ
な
ら
、

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に

相
談
し
て
み
た
ら
？

たくさんあります！
認知症に関する「本」

ご参加ください！
「京都オレンジ色プロジェクト」

“京都市発行の「気づき・つながり・ともに生きる認知症ガイドブック」もご覧ください”   ＱＲコードはこちら→
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川
遊
び
は
し
ゃ
ぐ
子
供
に
母
の
笑
み

爽
や
か
な
青
葉
の
陰
で
寝
る
子
か
な

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
上
出
　
健
治

子
燕
の
軒
の
賑
わ
い
骨
董
屋

流
燈
や
渡
来
の
民
の
月
の
池

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
青
山
　
征
男

初
夏
の
風
母
と
仕
立
る
夏
ぶ
と
ん

三
密
を
さ
け
て
食
す
コ
ロ
ナ
ゆ
え

（
北
区
・
紫
竹
学
区
）
道
端
　
初
子

白
椿
一
つ
落
ち
た
る
静
け
さ
よ

（
北
区
・
紫
明
学
区
）
上
田
　
信
子

し
ぐ
れ
傘
た
た
み
て
軒
を
か
り
に
け
り

（
北
区
・
紫
明
学
区
）
高
橋
　
　
輝

八
重
桜
絵
の
こ
ま
や
か
に
杉
ふ
す
ま

（
上
京
区
・
正
親
学
区
）
小
池
　
令
子

若
葉
風
歩
こ
う
会
の
回
覧
板

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
浅
野
　
一
恵

異
国
語
の
飛
び
交
ふ
径
や
花
の
下

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
玉
城
　
綾
乃

コ
ロ
ナ
禍
も
元
気
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
村
尾
　
和
子

ヒ
ロ
シ
マ
忌
朝
に
手
向
け
る
花
一
輪

青
竹
の
菜
箸
の
涼
し
朝
の
茶
事

（
東
山
区
・
六
原
学
区
）
山
崎
　
好
子

し
ぐ
る
る
に
行
者
が
森
の
月
に
じ
む

（
山
科
区
・
山
階
学
区
）
奥
田
不
美
男

緑
は
ゆ
凛
と
一ひ

と

本も
と

山
ざ
く
ら

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
胡
内
　
悦
子

子
の
ね
む
り
蓮
の
花
咲
く
水
し
づ
か

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
田
中
　
盈
子

箱
根
路
に
彩い
ろ

も
あ
ざ
や
か
花
あ
じ
さ
い

（
山
科
区
・
小
野
学
区
）
廣
田
　
正
子

鰯
雲
手
水
鉢
で
潑は

ね
て
い
る

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
圭
一

夕
月
や
水
面
に
落
す
老
の
影

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
辻
井
　
鈴
子

頼
る
子
が
ゐ
て
孫
七
人
い
わ
し
雲

（
南
区
・
東
和
学
区
）
角
　
さ
か
ゑ

躑つ
つ
じ躅
み
ち
黄た
そ
が
れ昏
と
な
ほ
照
り
映
え
し

（
南
区
・
唐
橋
学
区
）
松
本
美
喜
子

生な
ま

欠あ
く
び伸

孫
よ
り
う
つ
り
春
休
み

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
谷
口
　
春
子

じ
ー
爺じ
い

と
蝉せ
み

啼な

く
如ご
と

く
孫
吠ほ

え
る

（
右
京
区
・
葛
野
学
区
）
宗
　
　
　
八

春
寒
や
点
灯
長
き
「
手
術
中
」

名
も
知
ら
ぬ
虫
の
声
聞
く
安
け
さ
よ

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
）
北
　
　
悦
子

嵯
峨
野
立
ち
橋
を
ま
た
ぐ
か
冬
の
虹

雨
の
ロ
ケ
橋
げ
た
め
ぐ
る
花
筏

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
）
中
井
　
　
宏

突
き
抜
け
る
青
さ
目
に
し
む
暮
の
春

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
）
石
澤
　
貞
男

夕
餉
の
皿
サ
シ
ミ
を
食
み
し
春
の
蠅

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
松
崎
　
　
始

句
友
逝
き
遅
れ
お
く
れ
の
更
衣

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
土
肥
　
　
晃

集
ま
る
と
腰
痛
膝
痛
頭
痛

　

イ
タ
イ
タ
イ
タ
の
花
が
咲
く

み
か
ん
の
花
白
い
お
花
に
蝶
が
寄
り

　

黄
色
の
実
に
人
が
寄
る

京
都
弁
の
自
販
機
あ
り
と
友
の
言
う

　

マ
ス
ク
掛
け
て
話
す
か
見
た
し

（
北
区
・
大
将
軍
学
区
）
北
村
　
令
子

桃
の
花
吾
が
誕
生
日
を
祝
う
ご
と

　

首か
ど
で途
神じ
ん

社じ
ゃ

に
赤
々
と
咲
く

（
上
京
区
・
桃
薗
学
区
）
元
持
　
完
二

窓
枠
に
踏
ん
張
る
矢や

守も
り

静
か
に
て

　

獲
物
は
ま
だ
か
外
は
五さ
み
だ
れ

月
雨

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
宮
崎
　
君
子

念
願
の
「
紙
飛
行
機
」
と
い
ふ
歌
集
成
り

　

手
向
け
読
み
あ
ぐ
夫
の
み
た
ま
に

（
左
京
区
・
下
鴨
学
区
）
岩
佐
美
枝
子

大
空
に
櫻
花
び
ら
大
画
描
く

　

た
た
え
る
叫
び
マ
ス
ク
の
内
で

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
齋
尾
加
津
子

大
原
の
田
の
畦ア
ゼ

散
歩
若
菜
摘
む

　

酢
味
噌
と
天
婦
羅
初ハ

ル春
の
卓
飾
る

「
火
の
用
心
」
子
ど
も
の
声
に
は
や
し
の
音ね

　

響
く
坂
道
花
灯
路
も
や
る

（
東
山
区
・
清
水
学
区
）
杉
原
　
和
之

亡
き
友
に
待
っ
て
い
ろ
よ
と
言
い
な
が
ら

　

長
寿
に
励
む
己
が
儚
さ

（
山
科
区
・
山
階
学
区
）
大
野
木
雅
敏

た
だ
ひ
と
つ
吾
に
寄
り
く
る
蛍
あ
り

　

父
の
霊
か
と
そ
っ
と
手
に
の
す

（
山
科
区
・
小
野
学
区
）
廣
田
　
正
子

歳
ふ
り
て
蠅う
る
さ

き
言
葉
聞き
き

し
日
の

　

今
悟
り
つ
つ
母
の
面
影

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
圭
一

一
文
字
が
抜
け
て
る
で
も
ね
通
じ
て
る

　

流
行
画
面
ま
あ
い
い
か

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
辻
井
　
鈴
子

遠
ざ
か
る
愛い
と

し
き
日
々
を
思
い
い
る

　

ひ
と
り
葉は

月づ
き

の
冷
し
酒
飲
む

（
南
区
・
祥
栄
学
区
）
木
野
　
柳
子

若
鮎
の
遡そ

上じ
ょ
う

の
性さ
が

に
魅
せ
ら
れ
て

　

竿
の
手
入
れ
に
解
禁
を
待
つ

（
南
区
・
山
王
学
区
）
小
山
信
一
郎

山
み
ど
り
日
に
日
に
深
く
眼
に
し
み
る

　

生
き
る
英
気
の
養や
し
な

え
る
な
り

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
北
村
　
秀
子

清
盛
と
歴
史
の
女
神
白し
ら

拍び
ょ
う

子し

　

曲き
ょ
く

水す
い

巡め
ぐ

り
新
緑
を
舞
う

（
右
京
区
・
葛
野
学
区
）
宗
　
　
　
八

連
れ
合
い
の
亡つ

ま妻
へ
感
謝
暮
ら
す
今

　

残
る
寂
し
さ
多
忙
の
日
々
が

（
西
京
区
・
桂
東
学
区
）
内
田
　
　
巖

窓
よ
り
の
初
夏
の
ひ
か
り
を
纏
い
つ
つ

　

小
鳥
く
る
庭
木
眺
め
お
り

窓
辺
か
ら
初
夏
の
光
を
纏
い
つ
つ

　

庭
木
の
小
鳥
眺
め
お
り
け
る

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
松
崎
　
　
始

水
無
月
の
冷
気
み
な
ぎ
る
早
朝
の

　

ケ
リ
の
鳴
き
声
甲
高
く
聞
こ
ゆ

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
竹
内
恵
美
子

公
文
書
電
子
化
さ
れ
て
便
利
な
り

　

薄
冊
管
理
の
在
職
中
思
う

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
樫
原
　
幸
子

参
観
日
代
理
で
行
き
し
我
を
見
て

　

す
ぐ
に
抱
き
つ
き
あ
り
が
と
う
を
言
う

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
竹
内
　
京
子

果
物
デ
ー
奉
仕
の
裏
は
傷
み
か
け

（
左
京
区
・
修
学
院
第
2
学
区
）
嶋
　
健
之
祐

マ
ス
ク
取
り
素
顔
を
見
る
と
人
違
い

（
中
京
区
・
明
倫
学
区
）
村
尾
　
典
雄

ま
だ
疲
れ
見
せ
ぬ
八
十
路
の
心
意
気

く
っ
き
り
と
沈
む
夕
日
へ
感
謝
の
意

（
東
山
区
・
今
熊
野
学
区
）
武
内
　
幸
子

増
え
ま
し
た
観
光
客
は
日
本
語
の
み

（
東
山
区
・
修
道
学
区
）
西
村
　
忠
雄

マ
ス
ク
外と

り
真
顔
で
会
話
い
つ
の
日
か

（
山
科
区
・
百
々
学
区
）
三
木
千
榮
子

幽
霊
に
相
談
し
ろ
よ
ダ
イ
エ
ッ
ト

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
菱
田
　
圭
一

は
ず
れ
る
と
思
っ
て
い
て
も
夢
を
見
る

（
下
京
区
・
郁
文
学
区
）
辻
井
　
鈴
子

落
日
と
人
待
ち
顔
や
青
仁
会

（
南
区
・
上
鳥
羽
学
区
）
長
谷
川
千
恵
子

資
源
ご
み
一
晩
ま
え
の
フ
ラ
イ
ン
グ

（
南
区
・
九
条
弘
道
学
区
）
山
本
葉ハ

山サ
ン

人ジ
ン

探さ
が

し
物も
の

や
っ
と
捜さ
が

し
て
置
き
忘
れ

（
右
京
区
・
嵐
山
学
区
）
北
村
　
秀
子

抜
け
毛
よ
り
記
憶
の
欠か
け
ら片

が
気
に
か
か
る

（
右
京
区
・
葛
野
学
区
）
宗
　
　
　
八

援
助
と
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
苺
か
い
に
行
く

（
西
京
区
・
福
西
学
区
）
松
崎
　
　
始
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ス
カ
イ
ク
ロ
ス
・
ク
リ
ケ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う
！

　

東
山
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
体
育
委
員
会
の
年
間
行
事
と

し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
他
に
、
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
・
ク

リ
ケ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
毎
月
１

回
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

２
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
ど

ち
ら
も
京
都
市
が
発
祥
の
地
の

よ
う
で
す
。

　

ま
ず
、
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
は
、

粟
田
学
区
の
西
沢
様
・
藤
井
様

が
中
心
に
な
っ
て
第
２
水
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。
会
場
は
岡

崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
の
芝
生
公

園
で
、
公
園
内
の
樹
木
や
噴
水

を
生
か
し
、
仮
設
の
池
も
作
り

複
雑
な
コ
ー
ス
に
し
て
い
ま

す
。
布
製
の
リ
ン
グ
を
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
に
向
け
て
投
げ
入
れ
得

点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
が
、
だ

い
ご
味
は
、
コ
ー
ン
付
近
で
の

「
ノ
ル
ナ
ー
の
規
則
」
と
い
う

独
特
の
ル
ー
ル
で
す
。
簡
単
に

説
明
す
る
と
、
リ
ン
グ
が
重
な

っ
た
時
に
乗
せ
た
人
に
１
打
プ

ラ
ス
、
乗
ら
れ
た
人
に
１
打
マ

イ
ナ
ス
す
る
の
で
す
。
最
後
ま

で
誰
が
勝
つ
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
楽
し

め
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、

誰
も
が
ハ
ン
デ
ィ
無
し
に
楽
し

め
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

一
方
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

は
、
六
原
学
区
の
今
江
様
が
中

心
に
な
っ
て
第
１
月
曜
日
に
、

東
山
区
役
所
南
館
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
球
技
場
で
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ー
ス
上
に
６
つ
の
ゲ
ー

ト
を
設
け
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
円

形
の
球
を
ス
テ
ッ
キ
で
打
っ

て
、
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
ら
し
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
す
。試
合
で
は
、

２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
打
数

を
競
い
ま
す
が
、
ゲ
ー
ト
付
近

で
の
位
置
取
り
や
、
ど
の
角
度

か
ら
ゲ
ー
ト
を
狙
う
か
な
ど
、

脳
ト
レ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
ち

ら
も
老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
も

が
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

（
体
育
委
員
会
　
副
委
員
長
　

田
中
　
徹
也
）

★“
会
員
の
集
い
”に
参
加
し
て

　

令
和
4
年
5
月
18
日
㈬
ひ

と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
に
於
い

て
、
令
和
4
年
度
「
下
京
区
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
下
京
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
大
会
と
し
て

毎
年
、
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
余

儀
な
く
中
止
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
が

工
事
の
為
、
使
用
で
き
な
く
な

り
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都

に
て
、感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
後
1
時
、
第
1
部
式

典
が
、
下
京
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
副
会
長
の
開
会
宣
言

に
よ
り
、
開
始
。
下
京
区

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
挨
拶
。
来
賓
と
し

て
、
下
京
区
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長
様
、
す
こ

や
か
ク
ラ
ブ
京
都
常
務
理

事
様
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
退
任
さ
れ
た
前

会
長
、
全
奉
仕
活
動
委
員

長
、
お
二
人
の
功
労
者
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。
長
年
の
活
動
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
年
、
御
結
婚
さ
れ

て
40
年（
シ
ル
バ
ー
婚
）を
迎
え

ら
れ
た
会
員
様
に
対
し
て
、
下

京
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
、３
組
様
を
代
表
招
待
し
、

お
祝
い
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
第
2
部
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
開
始
。
13
学
区
代
表

の
カ
ラ
オ
ケ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
選

曲
で
、
皆
さ
ん
、
会
場
を
も
巻

き
込
ん
で
大
い
に
楽
し
く
歌
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、太
極
拳
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
日
舞
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
剣
仕
舞
等
、

学
区
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
日
頃

練
習
し
て
い
る
成
果
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
司
会
者
の
ゲ
ス
ト

出
演
に
て
、「
会
員
の
集
い
」

を
楽
し
く
終
わ
り
ま
し
た
。

運
営
に
協
力
頂
き
ま
し
た
役
員

の
皆
様
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
宇
野
　
昭
夫
）

区
老
連
事
業
報
告

下
京
区

東
山
区

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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第
30
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

第
30
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
５
月
19
日
㈭
、
小
畑

川
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
1
1
9
名
が

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
時
に
前
田
会
長
か
ら

「
今
日
は
暑
く
な
る
模
様
で
す

の
で
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
１

日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

参
加
者
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、

い
よ
い
よ
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。

晴
天
の
も
と
各
ホ
ー
ル
で
軽
快

な
打
球
音
と
と
も
に
「
わ
ー
、

入
っ
た
！
」「
あ
ー
、
ま
た
右

に
行
っ
た
わ
」
な
ど
、
悲
喜
こ

も
ご
も
の
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
上

で
聞
こ
え
、
皆
さ
ん
プ
レ
ー
を

存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

◎
大
会
結
果

【
男
性
の
部
】※
敬
称
略

優　

勝　

大
住　

秀
八

（
松　

尾
）
50
点

準
優
勝　

田
和　

弘
次

（
桂　

東
）
51
点

第
３
位　

前
川　

正
春

（
松　

尾
）
52
点

【
女
性
の
部
】※
敬
称
略

優　

勝　

竹
中
喜
美
子

（
樫　

原
）
51
点

準
優
勝　

植
松　

明
子

（
大
原
野
）
53
点

第
３
位　

小
林　

弘
子

（
新　

林
）
54
点

（
広
報
委
員
長

中
山
　
正
紀
）

★
健
康
麻
雀
同
好
会

　

健
康
麻
雀
同
好
会
（
サ
ロ

ン
）
は
、
平
成
30
年
4
月
、
京

都
市
健
康
長
寿
サ
ロ
ン
補
助
金

と
南
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
か
ら

の
助
成
金
を
元
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

当
初
は
、
上
鳥
羽
北
部
い
き

い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

て
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
昼
食
を
は
さ
み
午
後
3
時

30
分
ま
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
昼
食
は
、
各
自
弁
当
持
参

し
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の
差
し
入

れ
も
有
り
、
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぎ
な

が
ら
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
流
行
に

よ
り
、感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

昼
食
が
で
き
な
く
な
り
、
人
数

も
1
日
12
名
に
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
開
催
日
を
水
曜
日
の
他
に

月
2
回
土
曜
日
を
増
や
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
は
、
月
に
1
、

2
回
し
か
参
加
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
市
の
財

政
見
直
し
に
て
3
月
末
を
も
っ

て
上
鳥
羽
北
部
い
き
い
き
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
、
南
大
内
福
祉

会
館
に
移
転
し
、
月
曜
日
か
水

曜
日
の
ど
ち
ら
か
の
午
後
1
時

か
ら
4
時
30
分
ま
で
予
約
制

で
、
1
日
に
つ
き
6
卓
24
名
ま

で
の
参
加
者
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
月
に
2
、
3

回
の
参
加
と
な
り
、
ま
た
、
区

を
超
え
て
の
参
加
者
も
加
わ

り
、
徐
々
に
同
好
会
の
会
員
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

対
策
を
充
分
に
行
い
、
制
限
も

徐
々
に
解
除
し
て
多
く
の
方
に

参
加
し
て
頂
き
楽
し
ん
で
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
会
長
　
三
浦
　
　
明
）

★�

東
山
社
寺
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
「
今
度
は
行
け
る
よ
」
と
楽

し
み
に
し
て
い
た
「
蹴
上
か
ら

山
科
疏
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が

雨
天
の
た
め
中
止
。
50
名
参
加

申
し
込
み
、「
何
日
か
行
う
」

と
話
し
て
い
た
時
に
社
寺
巡
り

の
計
画
が
。
歩
く
習
慣
を
少
し

ず
つ
昨
年
の
9
月
か
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
続

き
ま
し
た
が
な
れ
て
、新
緑
を
。

　

令
和
4
年
4
月
20
日
、
東

山
区
担
当
で
天
気
も
良
く
、

7
0
0
名
参
加
、
左
京
区
50
名

前
後
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
豊

国
神
社
境
内
に
集
合
し
、
準
備

体
操
後
、東
山
区
先
頭
で
出
発
。

　

智
積
院
の
急
な
坂
道
、
清
水

焼
き
が
ま
跡
を
見
な
が
ら
今
熊

野
へ
と
。
観
音
寺
、
月
輪
御
陵

と
枯
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
裏

道
。
悲
田
院
へ
と
。
悲
田
院
か

ら
の
市
内
展
望
は
、
つ
か
れ
を

忘
れ
さ
せ
る
程
で
し
た
。
東
福

寺
へ
と
平
坦
な
道
で
汗
が
。
秋

の
通
天
橋
の
に
ぎ
わ
い
で
な
く

静
か
な
新
緑
の
通
天
橋
で
し

た
。
足
の
つ
か
れ
も
忘
れ
光
明

院
へ
と
。解
散
地
の
稲
荷
大
社
。

距
離
が
あ
っ
た
が
次
の
「
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
行
き
た
い
な
」
と
思

わ
せ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

（
大
原
学
区
　
西
澤
勇
太
郎
）

南
　
区

西
京
区

左
京
区

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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★
星
の
ブ
ラ
ン
コ

　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
右
京
若
手

委
員
会
の
ウ
ォ
―
キ
ン
グ
は
日

常
生
活
の
歩
き
や
散
歩
と
異
な

り
、「
健
康
の
た
め
」
と
い
う

目
的
を
も
ち
、
ウ
ォ
―
キ
ン
グ

に
必
要
な
道
具
や
環
境
を
必
要

と
せ
ず
、「
い
つ
で
も
」「
ど
こ

で
も
」「
誰
で
も
」
行
う
手
軽

な
運
動
を
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
―
キ
ン
グ
は
有

酸
素
運
動
の
代
表

的
な
運
動
と
し
て

挙
げ
ら
れ
、
主
に

体
脂
肪
燃
焼
や
、

生
活
習
慣
病
予
防

に
効
果
的
な
運
動

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
効
果
を
得

る
た
め
区
老
連
独
自
事
業
と
し

て
計
画
さ
れ
た
、
大
阪
府
交
野

市
に
あ
る
大
阪
府
民
の
森
ほ
し

だ
園
地
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
の

ウ
ォ
―
キ
ン
グ
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
52
名
は
京
阪
電
車
私

市
駅
前
に
集
合
し
星
の
ブ
ラ
ン

コ
を
目
指
し
元
気
よ
く
出
発
で

す
。
星
の
ブ
ラ
ン
コ
は
ほ
し
だ

園
地
に
あ
る
延
長
２
８
０
ｍ
、

最
大
地
上
高
50
ｍ
、
幅
１
・
２

ｍ
の
木
床
版
人
道
吊
り
橋
と
し

て
は
国
内
最
大
級
で
す
。何
故
、

つ
り
橋
を
ブ
ラ
ン
コ
と
呼
ぶ
の

か
調
べ
て
み
ま
す

と
、
そ
の
地
は
七

夕
伝
説
の
里
で
あ

り
、
星
降
る
里
の

シ
ン
ボ
ル
と
い
う

意
味
合
い
で
「
星

の
ブ
ラ
ン
コ
」
と

い
う
愛
称
が
つ
け

ら
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

一
行
は
、
よ

く
整
備
さ
れ

た
、
川
沿
い
の

路
を
40
分
ほ
ど

で
園
地
案
内
所

「
ピ
ト
ン
の
小

屋
」
に
到
着
・

小
休
止
。ま
た
、

お
天
気
も
良
く

途
中
で
上
着
を

脱
ぐ
ほ
ど
の
陽

気
で
し
た
。

　
「
星
の
ブ
ラ

ン
コ
」
へ
は
、
急
な
坂
道
を

登
っ
て
行
く
の
で
す
が
登
り
口

に
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
し
て

竹
製
の
杖
が
沢
山
そ
な
え
て
あ

り
ま
し
た
。

　

後
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す

が
、
杖
が
い
る
ほ
ど
の
急
坂
で

体
力
を
そ
こ
で
使
い
切
り
到
着

で
す
。
や
は
り
現
地
へ
行
っ
て

み
た
景
色
は
す
ば
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
つ
り
橋
で
は
ほ
し
だ

園
地
の
森
が
眼
下
に
望
め
、
大

人
数
で
渡
る
た
め
相
当
揺
れ
、

高
所
恐
怖
症
の
私
は
大
変
で
す
。

　

ス
リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
の

空
中
散
歩
を
楽
し
み
、
昼
食
場

所
で
あ
る
「
や
ま
び
こ
広
場
」

へ
は
15
分
程
で
到
着
で
す
。

　
「
や
ま
び
こ
広
場
」
か
ら
更

に
京
都
方
面
ま
で
眺
望
で
き
る

展
望
台
に
向
か
う
道
な
ど
に
は

草
花
の
名
前
が
し
る
し
た
案
内

板
も
あ
り
、
す
こ
し
霞
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
の

絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

帰
路
は
来
た
道
を
京
阪
電
車

私
市
駅
ま
で
全
員
ケ
ガ
な
く
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
藤
谷
　
敏
彦
）

★
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
活
動

5
月
の
通
常
総
会
で
は
コ

ロ
ナ
禍
で
の
事
業
の
実
施
状
況

の
報
告
が
あ
り
、
会
員
の
感
染

リ
ス
ク
の
考
慮
や
会
場
、
施
設

の
使
用
制
限
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
事
業
の
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
緊
急
事
態
措
置

解
除
の
期
間
中
に
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
の

大
会
、
体
力
測
定
・
健
康
教
室

の
実
施
、
持
ち
回
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
へ
の
参
加
、
ま
た
、
単
身

高
齢
者
約
６
０
０
名
へ
の
対
応

な
ど
の
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
学

区
連
で
は
コ
ロ

ナ
禍
で
も
で
き

る
事
業
を
と
、

工
夫
を
こ
ら
し

な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
を
実
施
、
殆

ど
の
学
区
が
学
童
の
見
守
り
は

も
と
よ
り
、
お
宮
や
お
寺
、
公

園
、
道
路
の
清
掃
に
こ
れ
ま
で

よ
り
回
数
を
増
や
し
、
近
場
で

の
合
同
散
歩
会
、
小
学
校
へ
の

手
作
り
雑
巾
の
寄
贈
、
感
染
対

策
を
施
し
て
の

食
事
会
を
開
く

な
ど
、
学
区
の

実
情
に
合
わ
せ

て
、
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。

今
年
は
区
老

連
と
し
て
主
た

る
事
業
で
あ
る
芸
能
祭
や
作
品

展
、
講
演
会
、
1
泊
親
善
旅
行

そ
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
実
施
を
見
込
み
、
目
下
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
渡
辺
　
民
雄
）

右
京
区

山
科
区

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています
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動
が
出
来
に
く
い
状
況
下
の
も
と
、

会
員
増
強
や
活
動
等
、
特
に
ク
ラ

ブ
に
貢
献
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に

「
会
員
拡
大
表
彰
」「
活
動
表
彰
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
ま

し
た
方
は
12
名
で
す
。

　

昼
食
は
パ
ン
と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
の
軽
食
。
続
い
て
小
林
広
報
委

員
長
制
作
に
よ
る
、
1
年
間
の
活

動
が
一
目
で
分
か
る
ビ
デ
オ
の
鑑

賞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

表
情
が
と
て
も
明
る
く
ほ
っ
こ
り

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
恒
例
の
「
大
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
大
会
」
で
盛
り
あ
が
り
ま

し
た
。
テ
ー
ブ
ル
別
対
抗
で
は
、

皆
さ
ん
が
闘
志
丸
出
し
で
頑
張
る

姿
も
あ
り
…
…
。

　

閉
会
の
挨
拶
を
、
初
音
学
区
長 

浜
辺
友
三
郎
様
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
弁
当
を
参
加
者
全
員

に
配
り
、
盛
会
裡
の
内
に
無
事
終

了
致
し
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
親

睦
会
が
出
来
ま
す
様
に
。

（
広
報
委
員
長
　
小
林
　
　
清
）

★
久
々
の
上
京
独
自
行
事

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
上
京
老

人
ク
ラ
ブ
で
い
ろ
ん
な
行
事
を
計

画
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言

が
だ
さ
れ
、
自
粛
、
自
粛
で
大
変

で
し
た
が
少
し
ず
つ
自
粛
が
と

れ
、
一
番
最
初
の
事
業
と
し
て
、

上
京
安
全
点
検
日
活
動
の
実
施
の

案
内
が
き
ま
し
た
の
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
参
加
者
に
、
上
京
区

長
、
上
京
警
察
署
長
、
上
京
消
防

署
長
、
上
七
軒
の
舞
妓
さ
ん
も
一

緒
に
パ
レ
ー
ド
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
北
野
天
満
宮
の
近
辺
を
車
で

移
動
し
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
自
粛
解
除
後
、
私
た
ち

老
人
ク
ラ
ブ
で
最
初
の
総
会
を
西

陣
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
開
催
し

ま
し
た
の
で
、
会
長
と
し
て
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
場
を

見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
事
が
、
お
茶

席
も
3
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
考

え
て
や
っ
て
お
ら
れ
た
事
で
、
我

が
老
人
ク
ラ
ブ
も
考
え
て
開
催
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

体
育
委
員
会
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
中
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
開
催
し
て
良
い
と
了
解
を
得

ま
し
た
の
で
、
上
京
中
学
校
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
予
選
会
を
、
感

染
対
策
を
徹
底
し
実
施
致
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
気
が
抜
け
な
い
状

況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
上
京
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

四
辻
　
亮
司
）

★
２
年
ぶ
り
に
親
睦
会
開
催

　

3
月
5
日
㈯
「
ル
ビ
ノ
京
都
堀

川
」
に
於
い
て
、「
す
こ
や
か
ク

ラ
ブ
中
京
」
の
親
睦
会
が
感
染
症

対
策
の
徹
底
等
、
万
全
の
態
勢
を

図
る
中
で
行
い
、
ご
来
賓
と
し
て

中
京
区
長 

松
田
晃
郎
様
、
す
こ

や
か
ク
ラ
ブ
京
都
事
務
局
長
田
中

均
様
を
お
迎
え
し
、
総
勢
76
名
の

参
加
、
笑
顔
が
弾
け
る
雰
囲
気
の

中
で
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

開
会
の
前
に
、
会
員
の
中
で
他
界

さ
れ
た
諸
先
輩
や
同
僚
を
悼
み
、

全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

親
睦
会
は
、
田
中
会
長
の
開
会

の
挨
拶
で
、
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍

で
日
常
の
生
活
や
中
老
連
の
活
動

が
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
こ

と
で
、会
員
の「
ふ
れ
合
い
」や「
支

え
合
い
」が
、活
発
に
出
来
な
か
っ

た
等
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
で
活

中
京
区

上
京
区

広告にご協賛いただいた皆さまへ

　この度は、広報紙「すこやかクラブ京都」
に広告のご協賛を賜り、誠にありがとうござ
いました。今後もよりよい紙面づくりを目指
し頑張ってまいりますので、末永きご支援の
ほどよろしくお願い致します。

すこやかクラブ京都
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★
令
和
４
年�

第
55
回

　

伏
見
区
老
連
定
期
総
会

　

こ
の
２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
り
区
老
連
行
事
が
思

う
よ
う
に
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
令
和
４
年
５
月
27
日

㈮
に
京
都
市
呉
竹
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
伏
見
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
来
賓
に
は
、
業
務

ご
多
忙
の
中
、
伏
見
区
役
所

副
区
長
・
後
藤
天
平
様
、
深

草
支
所
副
区
長
・
和
田
幸
司

様
、
醍
醐
支
所
・
池
部
宏
行

様
、
伏
見
区
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
長
・
石
田
雅
也
様
、

伏
見
区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
・
日
名
隆
吉
様
、
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
京
都
常
務
理
事
・

田
中
均
様
の
６
名
の
来
賓
を

お
招
き
し
て
開
催
を
し
ま
し

た
。

　

会
次
第
で
は
、
西
村
副
会

長
の
開
催
宣
言
の
あ
と
国
歌

斉
唱
・
平
居
会
長
の
挨
拶
・

来
賓
の
方
の
ご
挨
拶
及
び
伏

見
稲
荷
大
社
様
よ
り
祝
電
と

清
酒
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
定
足
数
報
告
の

後
に
審
議
事
項
報
告
で
す

【
審
議
事
項
】

①
令
和
３
年
度　

事
業
報
告

②
令
和
３
年
度　

収
支
決
算

報
告
・
会
計
監
査
報
告

③
令
和
４
年
度　

事
業
計
画

④
令
和
４
年
度　

収
支
予
算

⑤
令
和
４
年
度　

役
員
選
任

　

平
居
会
長
の
挨
拶
で
は
、

４
月
13
日
に
令
和
４
年
度
の

補
助
金
申
請
が
あ
り
、
25
日

に
区
役
所
か
ら
申
請
ク
ラ
ブ

の
報
告
で
前
年
度
は
、
84
ク

ラ
ブ
の
４
８
０
３
名
の
会
員

数
で
し
た
が
、
本
年
は
、
72

ク
ラ
ブ
の
４
０
３
０
名
と
な

り
、
12
ク
ラ
ブ
の
７
７
３
名

の
会
員
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
当
時
よ
り
展
開

し
て
い
ま
し
た
【
１
０
０
万

人
会
員
増
強
運
動
】
を
展
開

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に

来
て
会
員
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
今
一
度
、
会
員
増
強

運
動
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い

と
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
宮
本
事

務
局
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で

色
々
な
行
事
が
出
来
な
い
事

が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
度
は
、
感
染
予
防
に

万
全
を
期
し
て
行
事
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
の
で
多
く
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
と

要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
芦
田
正
治
副
会
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

多
く
の
理
事
の
ご
参
加
を

戴
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
　
事
務
局
）

伏
見
区

★
春
の
北
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

の
取
組

　

今
年
度
も
こ

れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
に
最
大
限

努
め
な
が
ら

「
出
来
る
範
囲

で
、
出
来
る
こ

と
」
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

5
月
19
日
、
青
空
日
本
晴
れ

の
下
、
北
区
す
こ
や
か
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
宝
ヶ
池

球
技
場
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

２
１
５
名
集
ま
り
、
日
頃
の

練
習
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
て
、
和
気

あ
い
あ
い
と
和
や
か

に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
参
加
賞
は
宝
く

じ
で
し
た
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
運

用
も
変
わ
り
、
プ
レ

イ
中
は
マ
ス
ク
を
外

し
て
よ
い
と
伝
え
ま

し
た
が
、
誰
も
マ
ス
ク
を
外
す

人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
5
月
24
日
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
参
加
者
98
名
、
バ

ス
２
台
に
て
、
岐
阜
再
発
見
の

日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
胡
麻
の
郷
で
、
ご
ま

の
起
源
、
ご
ま
の
調
理
方
法
、

歴
史
を
勉
強
し
ま
し
た
。ま
た
、

千
代
保
稲
荷
神
社
の
と
て
も
長

い
参
道
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光

客
は
半
分
以
下
と
の
こ
と
で
し

た
。
昼
食
は
目
の
前
の
実
演
楽

し
く
、
近
江
牛
鉄
板
ラ
ン
チ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
粛
疲
れ
の
中
、
す
こ
や
か

パ
ワ
ー
で
元
気
は
つ
ら
つ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
日

帰
り
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
会
長
　
萩
原
　
正
己
）

北
　
区

私たちは、すこやかクラブ京都の活動を応援しています


